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集約化よる

交通弱者の利便性の向上

•緑豊かなまちの形成

•健全な水循環
（雨水流出抑制）

雨水の直接流出抑制による

都市型洪水被害の軽減

集約化による

エネルギー需要密度の向上
（利用効率の向上）

緑と水のネットワーク形成による

まちの魅力の向上

•みちまちづくり

•自転車利用環境整備

・良好な都市環境形成による

集約地域の魅力の向上

・移動時間の短縮による

労働生産性の向上

まちづくりの取組

•公共交通の利用促進

主なコベネフィット

人口減少社会に

おける人口構造の
変化への対応

リニア中央新幹線の
開業等への対応

南海トラフ巨大
地震などへの対応

土・水・緑の取組

移動の取組

（都市機能の集約化など）

その他の
環境・経済・社会の

問題への対応

緑と水のネットワーク形成による

子育て環境の向上

生育・生息地になる森などの回復による

生物多様性の保全

• エコドライブの推進 ・自動車交通量の削減による

事故抑制・渋滞緩和

・自動車交通量の削減による

大気環境の向上

温暖化対策の取組は、温室効果ガスの抑制や温暖化による影響の低減に寄与するだけでなく、
我々の生活の質や利便性の向上など様々な副次的効果「コベネフィット」をもたらします。また、
これらのコベネフィットは、地域の諸課題の解決に貢献する可能性があります。
例えば、太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入は、化石燃料の消費を減らすとともに、

災害時の非常用電源にもなります。また、都市機能の集約化などによる低炭素なまちづくりは、
自動車への依存度を低下させるとともに、歩く機会の増加による健康増進にもつながります。

温暖化対策の取組 地域の課題

環境問題の多様化や激化する
都市間競争など

経済規模の大きな首都圏に経
済活動や人口が吸い取られるス
トロー現象が起こる恐れ

下の図では、本章１～２に掲載した取組から生じる主なコベネフィットと、名古屋市が抱える重
点課題（p●●参照）との関連を体系的に整理しています。
今日の地球温暖化は、我々人間の活動に起因することから、温暖化の解決にあたっては、地域の
経済的・社会的課題にも着目し、同時に解決することが望ましいと言えます。
環境、経済、社会の調和に向け、さらなるコベネフィットを追求し、地球温暖化と他分野の取組
の効果的な連携を図ります。

•再生可能エネル
ギー、未利用エネル
ギーの利活用

住宅・建築物の取組

•水素エネルギーの
利活用

事業活動の取組

エネルギーの取組

•住宅・建築物の低
炭素化

•環境に配慮した事業
活動の促進

•環境分野・エネル
ギー分野における産
業・ビジネスの育成・
支援

水素関連技術などの発展による

産業の振興、雇用の創出

断熱性能の向上による

ヒートショックの抑制

分散型エネルギーによる

非常用電源の確保

断熱性能の向上による

結露の抑制（建物の長寿命化）

・省エネルギー機器などの
取引増による

ビジネス機会の増加

・関連産業の振興による

地域の雇用の創出

大気汚染の減少による

健康への影響の低減

省エネルギー化など機能の向上による

建物の資産価値の上昇

省エネルギー化による

光熱水費の削減

・バイオマスの有効利用による

廃棄物の削減

・エネルギーの地産地消による

地域資金の流出の抑制

断熱性能の向上による

冷暖房費の節約

主なコベネフィット 温暖化対策の取組

経済活力の低下、医療・福祉
サービスの需要増、子育て世
帯や高齢者などへの支援の
必要性の高まり

課題解決

運動機会の増加による

健康増進、医療・介護費用の削減

歩行者空間などの拡大による

まちのにぎわいの創出

甚大な人的、物的、経済的被害
が想定され、その影響が多方面
かつ長期にわたって及ぶ恐れ
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•低炭素なまちづくりの
推進

地球温暖化の取組と地域課題の解決


